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Touhoku Construction Engineer Story / 技術者物語

　私たちの暮らしには、日 「々あたりまえ」が存在しています。
蛇口をひねれば水が出る。電気がつく。道路を安全に走れる。雪が
降れば、朝には除雪されている。
　しかし、これらは決して自然に存在しているものではありません。
誰かが現場で汗を流し、技術を積み重ね、支え続けているから
こそ成り立っているものです。
　建設業は、何もないところから現場をつくり、人々の暮らしに
欠かせない「あたりまえ」を創り出し、守り続けるプロフェッショ
ナルの仕事です。
　とりわけ東北の地域建設業は、災害時には最前線で地域を守り、
復旧・復興を支えてきました。東日本大震災から15年が経過した
今も、この経験と教訓を次の世代へとつなぎながら、｢あたりまえ
の暮らし」を支え続けています。
　そして今、建設業は大きく進化しています。デジタル技術やAI、
ロボットが新たな可能性を切り開く成長産業へと変わっています。
　これからの建設業は、単に「つくる」だけではなく、「未来をデザ
インする」仕事です。
　若い皆さんの柔軟な発想や挑戦が、この産業の可能性をさらに
広げていきます。
　ワークライフバランス、ウェルビーイングの考え方も広がり、
多様な人材が活躍できる環境も整いつつあります。
　｢あたりまえをつくる」という誇りある仕事に、あなたも挑戦して
みませんか。まだ見ぬ建設業の未来を、共に創っていきましょう。

～あたりまえをつくる建設の力～

地域建設業がつくり､
守り続けているもの

東北建設業青年会
会長

渡部　智子
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家族と暮らす地域のため
公務員から転職した
土木のゼネラリスト

1985年5月生まれ。青森県新郷町出身。
2級土木施工管理技士・小型移動式クレーン・
車両系建設機械（整地）

株式会社大西組
本社／〒039‒1524
青森県三戸郡五戸町大字豊間内字地蔵平1-1022
TEL.0178-62-2261　FAX.0178-62-5091

工事部

高原　慎吾さん
Shingo　Takahara

Aomori
技術者物語

　青森県南部の五戸町にある大西組（大西博代表取締役）は、県や
五戸町、隣接する八戸市などから土木や建築、舗装、水道工事を請け
負う建設企業だ。その工事部に勤務する高原慎吾さんは、大学卒業後
に入社した大手舗装会社を皮切りに、Uターン先の地元建設企業、
町役場での土木技師を経て、「実際に工事を完工させる建設業に改め
て携わり、これから育っていく子どもが住みやすいまちづくりに貢献
したい」と2025年9月に大西組に入社した。
　五戸町の隣にある新郷村で3兄弟の次男として生まれた高原さん。
「生徒数が少なく、陸上部しか選択肢がなかった」という地元の中学
校では、3000メートルを中心に中距離走の選手として汗を流した。
「建設業で技能工として働く父の姿を見て育ち、自然な流れだった」
と、高校は十和田市にある県立三本木農業高校（現三本木農業恵拓
高校）の土木科に進学。在学中に父親が働く会社でインターンシップ
を経験したことで「土木に携わっていこう」と意を強くした。
 その一方で、「ほかの土地も見てみたい」との思いから、海を渡り
札幌市にある北海道工業大学（現北海道科学大学）を受験。入学後は
社会基盤工学科で、インフラづくりの基礎を学ぶとともに、雪国特有
の塩害の調査などに取り組んだ。
 大学卒業後は、舗装大手の前田道路に入社。多摩支店に勤務し、主に
東京都内の道路舗装工事などを担当した。いまでは土木工事の主流
になりつつあるICT（情報化）施工だが、技術開発に積極的な企業
風土もあり、2件目の担当現場となったテニスコートの舗装工事では、
当時の最先端技術にも触れた。20年ほど前の建設業界は、土曜日
作業が当たり前で、特に通行を規制して行う舗装工事は、夜間作業も
多く「都会で暮らしたのに、休日にどこかに遊びに行った記憶がほと
んどない」と振り返る。
　仕事漬けの毎日を過ごす中、祖父が亡くなったことをきっかけに、
26歳で帰郷を決意。「友人が働いていた」縁もあり川村土木（五戸町）

に転職した。造成工事など「土を動かす現場」を中心に9年ほど務めた
が、発注者側の監督職員らと接するうちに「工事を発注する仕事も
面白そうだ」と考え、年齢制限ギリギリで五戸町役場職員の採用試験
に合格した。発注者の立場では「一つのものを一緒につくる上で、
受注者とは上下関係ではなく、対等な立場である」との思いを抱いて
業務に精励。6年ほど社会インフラの計画や設計、発注業務、監督検査
などの仕事を経験する中、24年3月に長男が誕生した。「五戸町に
住み始めてちょうど10年。地域住民の1人として地元のために工事が
したい」と考え始めた。
 景気に左右されにくい公務員から民間企業への転職について「周囲
からは思いとどまるように促されたが、施工サイドで味わった現場で
の達成感が忘れられず、自分で身体を動かしたかった」という。さらに
当時、発注者と受注者の関係だった大西組の大西芳徳専務取締役と
さまざまな話をする中で〝現場もできる監督を育成する〟という同社
の育成方針に共感したほか、同社の働き方が「育児をする中で、休日
の取得や残業の削減など、とても働きやすい環境だった」ことが決め
手だった。
　大西組入社後は、青森県発注の「瓢2号区域急傾斜地崩壊対策工事」
「狐森北区域急傾斜地対策工事」「五戸川総合流域防災（加速化対
策）工事」など、地域の安全・安心を守るための土木工事に従事。大西
専務をサポートしつつ、ICT（情報化）施工などを一手に引き受ける。
　建設業の魅力は「何カ月にもわたって施工し、完成後にもモノが
見えることは、ほかの職業では味わえない達成感だ」と強調。「何十年
も残るものを将来、子どもに『昔、この道路をつくったんだよ』と伝え
ることができる」と話す。入社から間もないが地域貢献のため、大西
組の体験イベントの担当に抜擢された。現場近くに長男が通う保育園
があり、そこで開く。「父親がどんな仕事をしているのか、息子に知っ
てもらえる」と緊張しながら準備を進めている。

子育てに理解ある職場環境で子ども中心の生活に。
平日は送迎、休日は水族館に出かけることも。

　大西組入社後、初めて担当した瓢2号区域急傾斜

地崩壊対策工事は「ひさしぶりの施工で、緊張と

作業員さんに指示できるかドキドキだったが、着工

すると作業員さんと一緒に悩み、みんなで少しでも

いいものにしようと協力し合えた」という。また、

五戸川総合流域防災（加速化対策）工事は、河川に

堆積した土砂を撤去することで、増水時に水の勢い

を抑える。重機の油漏れなどの環境対策と土砂運搬

時の一般車と歩行者の安全対策を徹底し、ICT建機

の日常点検と精度確認に注意を払っている。

職場訪問

　受信状況などを事前調査し、3次元
設計データを重機のコントロールボック

に読み込ませ、現場座標に変換するローカライ
ゼーションがポイントになる。
　現場に重機を搬入した後、精度を確認。ガイド
やセミオート・自動整地アシスト機能を利用し、
オペレーターの技量に左右されずに一定以上
の品質を確保できる。

ICT施工
教えて!
建設用語

　高原君は、前職では設計業務、その前には現場業務の経験も積んで
きたことで多角的な視点と実務力を兼ね備えており、特に書類作成は
複雑な情報を的確にまとめ、理解しやすい内容に仕上げることが得意な為、
現場の意思決定や工程管理に大きく貢献しています。また、当社の完全
週休二日制という環境を活かし、メリハリをつけて業務に取り組む姿勢は
周囲の手本となっております。現在は、当社として初施工となるICT施工
に携わっており、手探り状態の中、日々頑張ってくれています。ICT施工を
推進する上での“先駆け”として、新しい技術を恐れず柔軟に取り入れる
積極的な姿勢は、当社の未来を支える大きな力となっています。なにより
健康・安全第一で、今後の成長と活躍に大きな期待をしています。

専務取締役

大西 芳徳氏

上司・先輩から一言
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発注者経験も“達成感"を追い求め再び現場に

仕事の1日
5：00
6：00
7：00
8：00
9：00
10：00
11：00
12：00
13：00
14：00
15：00
16：00
17：00
18：00
19：00
20：00
21：00
22：00
23：00
24：00

6：00　起床　朝食 7：30　現場着
いつも一番乗りを心掛けている。

21：00　子どもと入浴・就寝
疲れを癒やし、明日また頑張ろう。工事
完成までもう少しだ。

17：00　仕事終了
作業はここまでだが、書類づくりが…

8：00　体操・朝礼
作業員さん全員と。当日の仕事内容を
指示。

10：00　休憩
朝に比べていい天気に。気温も上昇する
ので作業員さんの体調に気を配る。

18：00　帰宅・夕食
今日はナポリタン。子どもにご飯を食べ
させてからいつものビールで一杯。夕食
後はテレビかスマホで動画。最近のお気
に入りはYoutubeのゆっくり解説。

15：00　休憩　
2回目の休憩は缶コーヒーでほっと一息。

9：20　発注者の監督員さんと打ち合わせ。
上手く説明できるか少し心配。

12：00　昼食
忙しい日は近くのコンビニで弁当を入手。

7：00　出勤
子どもに朝ご飯を食べさせてから。

13：00　仕事再開
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文武両道の優男
素直で優しい心根で
皆に好かれる三代目

2002年2月生まれ。岩手県田野畑村出身。
1級土木施工管理技士補

佐藤建設株式会社
本社／〒028‒8403
岩手県下閉伊郡田野畑村羅賀286‒1
TEL.0194-33-3011　FAX.0194-33-2519

工事部

佐藤　永宙さん
Kosumo　Sato

Iwate
技術者物語

　1971年12月に創業し、地元・岩手県田野畑村に根ざしながら、確かな
技術力を背景に、地域を代表する建設企業として着実に地歩を築いて
きた佐藤建設。創業者で現会長の祖父・貞一氏と、父であり現社長の
治氏の背中を見て育ち、「自分も地域に貢献できる技術者になりたい」
と日々奮闘しているのが本編の主人公・佐藤永宙（こすも）さんだ。
　永宙さんは、2002年2月に4姉弟の末っ子として誕生。幼い頃から運
動神経に優れ、小学校では野球で投手を中心に活躍したほか、地区の
陸上競技大会では学校を代表して走り幅跳びに出場。中学では陸上部
に入部し、県中学総合体育大会で優勝するなど華々しい成績を収めた。
　そんな永宙さんに高校スポーツ界も注目。メジャーリーガー・大谷
翔平の母校であるスポーツの強豪校・花巻東高校からも声が掛かった
が、「公立で陸上が強い高校に行きたい」との思いから、盛岡市立高校に
進学。ここでも東北大会2位という結果を残して周囲の期待に応えた。
　中学・高校と、陸上競技に全力を注いできただけに、将来は「スポーツ
に関わる仕事をしたい」と思っていたが、選択した進路は意外にも仙台
工科専門学校への進学だった。
　上の姉2人と兄が独立して家を離れ「自分しか残っていない」という
家庭環境もあったが、何より、学生時代に父親からさまざまな現場に
連れて行かれ、きれいに仕上がった構造物を見せられて、永宙さん本人
が「出来映えの良さを見て“カッコイイ”と感じた」からだ。「父から跡継
ぎの話はされたことはなかった」が、無理強いせず、永宙さんの脳裏に
土木の魅力をゆっくり刷り込んでいった佐藤社長の深謀遠慮が実を結
び、進路を決める頃には「跡を継ごうという気になっていた」。
　専門学校では1年目に測量、2年目は土木を学び、卒業後、二十歳で
佐藤建設に入社した。仙台での就職も考えたが、2年間の1人暮らしで
実家のありがたさを痛感。「生まれ育った田野畑で働いたほうがいい」

という郷土愛も強かった。
　入社後、すぐにブロック積みの現場に配属された。当初は「専門学校
で学び、ある程度知っているつもりだったが、実際現場に出ると知らない
ことばかりだった。特に専門用語を覚えるのが大変だった」が、知らない
用語はすぐ調べ、測量の手許や実際の作業を行いながら、現場管理者
に付いて廻り、施工管理のノウハウを少しずつ習得していった。
　その後、側溝・舗装の現場を経て、今は法面工事に継続して携わって
いる。工種とともに仕事内容も変化。現場での機械操作のほか書類
作成、測量の計算など、多岐に渡る業務を実践しながら徐々にマネジ
メント分野にもシフトしつつある。この間、1級土木施工管理技士の
学科試験にも合格しており、近い将来の資格取得に向けて日々経験を
積み重ねている。
　仕事では「構造物は1～2㍉の差で変わってしまうため、わずかな
ずれも見逃せない」という“完璧主義者”で、育ちの良さを感じさせる
端正な顔立ちと素朴な語り口からは想像が難しいが、品質にこだわる
余り、時には年上の作業員を厳しく指導することもあるという。その
芯の強さと仕事の飲み込みの早さに、叔父で会社の先輩でもある佐藤
守課長補佐は「非常に優秀」と絶賛する。
　天賦の才と日々の努力で将来を嘱望される永宙さんが考える建設
業の魅力は「何もない所に構造物を完璧に造り上げた時の達成感」だ。
仕事中、地域の人に感謝の言葉を掛けられることも多く、その都度、
やりがいとともに「人は建設業が道路や建物を造るからこそ生きて
いける」という、社会に必要不可欠な建設業の重要性を実感している。
　家業の跡継ぎという敷かれたレールに拘ることなく、自らの体験と
意志で建設業に飛び込んだ永宙さん。持ち前の強固な心身に経験と
いう養分を加えて今後も愛する田野畑のために力を尽くす所存だ。

高校３年時の岩手県高校総体。走り幅跳びの跳躍直前に集中している佐藤さん

　現在は村内において護岸工事（ブロック積）の工事

を担当しています。工事概要としましては延長12mで

高さ5mのブロックを積み大雨等による増水被害を

未然に防ぐための工事です。ただ積むだけでなく5㍉

前に出したり3㍉下げたりなど、ブロックの端と端が

きれいに一直線になるよう並べなければならない

ので非常に難しいです。ブロック一段目がずれると

上の段もどんどんずれてきてしまいます。ですから

測量で正確な位置を出すことが非常に重要です。

職場訪問

　この道具はダイヤルを回すことで自由
に勾配がはかれ、勾配を見たいところに

当てて測ります。土木工事において勾配は重要な
もので必ず使います。私が今行っているブロック積
みもブロックの勾配が5分勾配なのでこのスラント
を5分にダイヤルをまわしてブロックの勾配を見な
がら積んでいきます。私も最初は「スラント持ってき
て」と言われても理解できませんでしたが、「勾配
図るやつ」と言われて、やっとスラントという用語を
覚えました。専門用語だらけなのでわからなかった
ら自分で調べながらやることを大切にしています。

スラント
教えて!
建設用語

　素質に溢れており、文句の付けようがありません。大変真面目ですが、

それだけではなく、“次にこれをやろう”と自分で考えて率先して現場

を動かしていますし、芯が強く、自分で“こうだ”と思うものがあれば

意志を曲げません。その意味では作業員に対しても妥協を許さない

ところがあり、経験年数の割に非常にしっかりしています。今後は、

従業員目線でありながら経営者の視点も持ってもらい、いかに会社を

回していくかという部分を体で覚えていってほしいと思っています。

工事部　課長補佐

佐藤　守氏

上司・先輩から一言
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ミリの精度にこだわる“完璧主義"
　　　　　　　地域に貢献できる技術者目指す

仕事の1日
5：00
6：00
7：00
8：00
9：00
10：00
11：00
12：00
13：00
14：00
15：00
16：00
17：00
18：00
19：00
20：00
21：00
22：00
23：00
24：00

6：30　起床
自分の好きな音楽を目覚ましにしてます。

6：45　朝ごはん（必ず毎日食べる）

21：00　tiktokやYouTube
　　　　その後就寝準備

13：00　午後の作業開始

15：00　休憩

17：00　戸締り　帰宅

17：30　夕食

21：30　就寝

18：00　お風呂
動画見ながら湯舟につかって疲れをいやす。

7：45　現場到着　KY活動　朝礼準備

10：00～10：15　休憩
ジュース飲んだり夏はアイス食べながら
職人さんたちと会話。

13：30～14：30　コンクリート打設
打設終盤になると生コンの数量が足りな
いかとひやひやしながら見てる。意外と
数量の計算難しい。

12：00～13：00　お昼休憩
毎日パンとお茶。

15：15　写真整理等事務作業
さぼると後々苦労する。

16：30　作業終了後片付け　　　　　
　　　　 次の日の段取り

8：00　朝礼や作業指示
年上だろうが関係なく自分の意見を話し
的確な指示をする。その後作業開始。

11：45　午後の作業打合せ

7：00～7：30　仕事に行く準備
身支度等までtiktokやYouTube
その後車で現場へ向かう。

10：15～　重機に乗ったり写真撮ったり
重機に乗るのはすごく楽しい。
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小学生で震災経験
地域の復興に向け
土木技術で貢献

2002年4月生まれ。仙台市出身。
土木施工管理技士補・測量士補

サイト工業株式会社
本社／〒984‒0015
宮城県仙台市若林区卸町2‒6‒11
TEL.022-355-8123　FAX.022-355-8424
URL　https://www.sight-k.co.jp/

土木事業部

佐々木　羽矢斗さん
Hayato　Sasaki

Miyagi
技術者物語

　先見の明（SIGHT）を社名に掲げるサイト工業（仙台市、齋藤法幸
代表取締役）。創業から間もなく60年を迎える同社の土木事業分野
は「安心で豊かな街づくり」をテーマに土木技術の向上に努め、都市
再生や交通ネットワークの拡充を始め、東日本大震災からの復興
作業など多方面で地域社会の整備に貢献している。そこで技術者と
して働く佐々木羽矢斗さんは、仙台市内で生まれ育ち、小学校2年生
だった2011年3月に体験した東日本大震災をきっかけに、地域の
安全・安心を守る建設業を志した。
　「毎日のランニングと青汁は欠かさない」という健康志向の佐々木
さん。地元にプロ野球球団があることもあり、幼い頃から野球選手
に憧れ「小学生から6年間続けた」と白球を追いかける青春を過ご
した。念願が叶ってピッチャーも何度かさせていただくも肩を痛め
てしまい、その道を自ら離れた。
　失意の中、「手先が器用で、よく父親と一緒に日曜大工をやって
いた」と、ものづくりの道を意識するようになった。もう一方、震災
の体験も大きく影響している。幸い自宅は大きな被害がなかった
ものの、ブロック塀が散乱し、水槽が割れるなど、幼心にはショックな
光景だった。地域の復旧・復興のために往来する無数のダンプトラック
を見て「設計か、ものづくりに関わることで、地域の復興に貢献した
かった」という。
　高校は、探求学習を通じて課題の発見や解決能力、表現力を磨く
探求学科（現普通科総合進学コース）がある仙台城南高校を選択した。
さらに工事の設計から施工監理まで幅広く学び、土木技術者を目指
せる仙台工科専門学校環境土木工学科に進み「1年次は測量実習、
2年生は仮設工事実習や施工管理など学んだ」と土木の基礎知識を
身に付けた。
　入社以来、民間企業発注の（仮称）荒浜屋内練習場整備工事や、
仙台市から請け負った秋保の公共下水工事など、官民・規模の大小

を問わずさまざまな現場で先輩社員の補佐として、経験を積み重ね
ている。日々、疑問が湧き起こるため「上司や先輩、熟練の職人さん
たちに聞いたり、自ら調べて解決するようにしている。計画通りに
現場が進んでいることが一番楽しい」と仕事の魅力を語る。
　最近は「現場が明けるタイミングで、提出した見積書が採用され、
受注することができた」と、現場での仕事に加えて、書類作成などの
内勤業務でも楽しさを発見しつつある。現在は、その工事開始に
向けて材料の手配などの準備を進めるとともに、建築確認申請の
許認可手続きなどに奔走する多忙な日々を過ごす。
　入社から4年。「仕事に就く前は、通りがかった現場からの怒鳴り
声に驚き、建設業に対して、決して良いイメージはなかった」という
ものの、自分が働く立場になると「明るく笑顔が絶えない良い職場
環境だ」と正反対の印象に変わった。さらに入社当時は土曜日出勤
もあったが、土・日が休める完全週休2日に移行。「休日が1日と2日
では、肉体的にも精神的にも回復具合が全く違う」と歓迎する。
　学生時代に取得した土木施工管理技士補は、監理技術者や主任
技術者の補佐として現場に入り、施工計画の作成、工程・品質・安全
管理などを担い、将来的な1級・2級土木施工管理技士への早期キャ
リアアップのステップに位置づけられている。“補”を外して1人前の
技術者となるため、「そろそろ受験の願書の受付が始まる時期。しっ
かりと傾向と対策を勉強したい」と資格取得にも意欲的だ。

子どもの頃からプラモデルづくりで手先の感覚を養った

　仙台市中心部にある東七番丁の駐車場工事を

担当した。約2カ月の準備期間は、測量を行い図面

を描くことからスタートし、材料なども手配した。

近隣に大学があり、地域住民も多い場所なだけに

「歩行者の安全を最優先」に工事を進めた。前面

道路は一方通行な上に、大型の建設車両が通行

できないほど狭かったため、砕石の運搬だけに丸

1日を費やしたことも。近隣への工事のお知らせの

チラシの投函など「周辺対策も含めて思い出深い」

と振り返る。

職場訪問

　油圧ショベルの一種で、運転席側に
バケットを引き寄せて地面より低い

位置を掘削できる。ユンボ、パワーショベル
とも呼ばれる。メインは掘削だが、積み込みや
整地、アタッチメントを交換することで解体
など、汎用性が高い現場の必需品だ。

バックホウ
教えて!
建設用語

　入社当時の第一印象は、今時の若者でした。しっかり務まるかなと

心配していましたが、いま働いている姿をみると彼なりに頑張って

いると思います。現場に関する知識はまだ改善の余地があるものの、

その分しっかりと自分で勉強もしているようです。われわれの仕事は、

1人でやろうとすると作業量がどうしても増えてしまうため、業務を

分担することで、働きやすい環境をつくっていきます。今後もしっかり

と成長してもらいたいと思います。

土木事業部課長

高橋　誠氏

上司・先輩から一言

Touhoku Construction Engineer Story / 技術者物語

一人前の技術者へ 資格取得に意欲

仕事の1日
5：00
6：00
7：00
8：00
9：00
10：00
11：00
12：00
13：00
14：00
15：00
16：00
17：00
18：00
19：00
20：00
21：00
22：00
23：00
24：00

6：10　起床
07：40　出勤　
現場があるときは直行。

17：30　作業終了

10：00　休憩
15分程度だが気持ちを切り替える。

13：00　業務再開

19：00　帰宅
仕事の後もランニング。

12：00　昼食

15：00　休憩

8：00　朝礼
作業員さんたちとラジオ体操。
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野球と現場で磨いた
対話制球力光る
土木技術者のエース

2002年10月生まれ。秋田県大館市出身。
1級土木施工管理技士補・2級土木施工管理技士・車両系
建設機械(整地等)運転技能講習・高所作業車運転技能講習
地山の掘削及び土止め支保工作業主任者・小型移動式
クレーン運転技能講習・玉掛け技能講習

秋田土建株式会社
本社／〒018‒4301
秋田県北秋田市米内沢字倉の沢出口５-１
TEL.0186-72-3001　FAX.0186-72-3004
URL　https://www.akitadoken.co.jp/

土木部

佐藤　蓮さん
Ren　Sato

Akita
技術者物語

　曖昧な質問にも柔軟かつ的確に答えてくれる。会話のキャッチボール
で「聞き手に合わせる抜群の制球力」を感じさせるのが、秋田県北秋田
市にある老舗総合建設業・秋田土建の土木部に勤務する佐藤蓮さんだ。
現場は発注者や技能者などさまざまな職種で成り立つが、円滑に工事が
進む現場では指揮する現場代理人のコミュニケーション能力が総じて
高い。佐藤さんは、現場のかじ取り役に必須な技能を野球と現場で磨き
上げ、徐々に頭角を現してきた次世代のエースだ。
　同県大館市で生まれ育った佐藤さんの幼少期は「外で遊んでばかり
だった」という。遊び相手を務めてくれた近所のお兄ちゃんとのキャッチ
ボールを通じて野球に関心を持ってからは、球界を代表する読売巨人
軍の名プレイヤーの松井秀喜氏や王貞治氏に憧れを抱き、小学校の
クラブ活動やスポーツ少年団を経て中学、高校も一貫して野球部に
入部。豪腕ピッチャーとしてチームに貢献し、中学時代は2年連続で
県大会出場へと導いた。
　高校は「体を動かすイメージがあった」という建設業を見据えた工業
系の中から、徒歩圏内で創立から間もない県立大館桂桜高校の土木・
建築科を選んだ。専攻は建築コースで、戸建て住宅をつくるための最適
な照明や居住空間の在り方などを熱心に学んだ。
　秋田土建と最初の出会いだった高校2年生の企業説明会は「正直
あまり興味が湧かなかった」と振り返る。ただ、3年生で参加したイン
ターンシップで函渠工事の生コン打設などを体験した際に、先輩社員
の優しさとコンクリート構造物の面白さを感じて「働くならこの人たち
の一員となって地元に貢献したい」との思いを抱き、同社に入社を決意。
入社試験日がコロナ禍で延期となり、開催まで不安を抱えたものの、
面接試験当日はピッチャーマウンドで培った度胸から厳然とした態度
で臨み、見事採用を勝ち取った。
　最初に配属となった現場は「想定外だった」戸建て住宅の舗装工事。
「これまでの知識は役に立たず、道具や専門用語などすべてイチから

学ぶしかなかった」と苦難のスタートを切った。しかし、下積み期間に
土木のイロハを教えてくれた先輩技術者やベテラン作業員は「野球
ファンや経験者ばかりで、共通の話題からすぐに打ち解けることが
できた」と親しみながら経験を重ねた。
　現場代理人デビューは、入社3年目に2級土木施工管理技士取得後の
道路のり面災害復旧工事だった。早期完成までのスピード感が求めら
れる一方、作業時間が限定的で交通量も多かったため、「一般車両に
早めに気付いてもらえるように現場から離れた位置に告知看板を立て、
ライトで分かりやすく警告した」など工夫を凝らしながら安全施工に
努めた。地域を襲った豪雨の影響で工程が遅れ気味になったが、「先輩
方の助言や作業員の協力を得ながら後工程で巻き返した」ことで無事
に工期内に完成。完成検査時には検査官から「合格」と太鼓判を押され
た際にプレッシャーから解放され、プライベートで改めて完成後ののり
面を見た際には「きれいにできてるじゃん」と達成感をかみしめた。
　建築分野を志して建設業への道を歩んだものの、その後も砂防堰堤
や高速道路の盛土工事などを担当する中で「土木をもっとやりたい」
と思えるようになった。今では「いずれはトンネルといった大型コンク
リート構造物を手掛けたい」との目標を抱いており、「しっかり勉強して
1級土木施工管理技士を取る。その先はコンクリート診断士など、より
専門的な資格を取得したい」と努力する日々を過ごす。
　建設業の魅力を「完成時だけでなく、現場ごとに出会う新たな仲間
と一緒に仕事ができること」とほほ笑む佐藤さんの高いコミュ力は、
恋愛面でも活躍した。現場で洗練された社交性を生かし、「飲食店で
一目惚れして猛アタックした女性が奥さん」という。2025年に結婚し、
第1子となる長女も生まれた現在は、新米パパである一方、「子ども
ファーストに定時内にしっかり業務を終わることを大事にしてます」
と残業しない、させないよう効率的に現場も進める頼りになる中堅
技術者だ。

娘を抱っこしている写真
草野球でのピッチャーの写真

　佐藤さんが取材時に担当していたのは、秋田県北

秋田地域振興局の発注により北秋田市米内沢地域

に豪雨に伴い河川で発生する土石流などの有害な

土砂を受け止め、下流へ流れる土砂量を調節する

砂防堰堤施設を築造する通常砂防工事の現場だ。

業務内容は、安全と品質、出来形、工程、原価の管理。

冬季での現場施工となるため、堰堤を構成するコン

クリートの打設に当たっては「生コンの品質確保と

養生関係、材料などの発注をスムーズに行い、滞り

なく作業を進める」ことに最大限注意を払いながら

工事を進めた。

職場訪問

　コンクリート打設で適正な時間を
過ぎて打ち重ねた際に、先に打ち込ん

だ下層と後から打ち込んだ上層の継ぎ目が
一体化しないで生じる不連続な層のこと。

コールドジョイント
教えて!
建設用語

　野球一筋で、ピッチャーとして活躍してきた佐藤さんは、採用面接の際に、

どんな質問にも前向きに「できます!頑張ります!」と受け答えし、熱意が

みなぎる礼儀正しい青年だと好印象を受けました。入社後は、型枠への興味

を踏まえた構造物の現場に配属となり、5年目の今では現場で奮闘しつつ、

資格を順調に取得し、確実にステップアップしています。休日はアクティブに

活動し、自分の時間を大切にしているところも彼の魅力の1つです。昨年は

結婚してお子さんも誕生したのでさらに仕事に身が入っていると感じます。

これからも持ち前の長所を伸ばし、大きく成長することを期待しています。

代表取締役社長

北林　照一郎氏

上司・先輩から一言
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想定外の土木への道で、現場ごとの魅力気付く

仕事の1日
5：00
6：00
7：00
8：00
9：00
10：00
11：00
12：00
13：00
14：00
15：00
16：00
17：00
18：00
19：00
20：00
21：00
22：00
23：00
24：00

6：00　起床　身支度を済ませる

6:40　出勤
娘も奥さんもまだ寝ているので起こさ
ないように静かに行ってきますを言う。

20:00　娘の寝かしつけ
抱っこしながらYouTubeで赤ちゃんの
睡眠用BGMを流す。案外すぐ眠りにつく
ので助かっている。

17:50　帰宅
家に帰れば夜ご飯があるのでニュースを
見ながらご飯を食べる。

8:00　朝礼
朝礼とKY活動を行う。

12:00　昼食
奥さんが作ってくれた手作り弁当を食べる。

18:30　入浴
娘と一緒にお風呂に入る。

22:00　就寝
娘の寝顔を見ながら就寝。

21:30　テレビ鑑賞
ネットフリックスやYouTubeを見て眠く
なるまで時間を潰す。

17:15　業務終了
奥さんと娘が待っているので残業はしな
いで定時で帰る。

10:00　休憩
職人さんたちと一緒に休憩することが多
く、プライベートの話で盛り上がる。

13:00　仕事開始
明日の作業内容の確認や、資材の搬入
予定を下請職長と行う。

7:15　現場事務所到着
パソコンを開きメールチェックと今日の
作業内容の確認。

15:00　休憩
職人にコーヒーの差し入れをしたりして
コミュニケーションを取る。
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父の背追いかけて
建設業の道を行く
堅忍質直な現場代理人

1990年2月生まれ。山形県西川町出身。
1級土木施工管理技士・2級舗装施工管理技士
河川点検士・仮設安全管理者

國井建設株式会社
本社／〒991‒0011
山形県寒河江市大字日田360
TEL.0237-86ｰ4165　FAX.0237-86-0444
http://www.kuniikensetsu.co.jp/

工務部　係長

小野　彰大さん
Akihiro　Ono

Yamagata
技術者物語

　「堅忍質直（けんにんしっちょく）」。何事にも粘り強く堪え忍べる
気性を表すことわざだ。山形県寒河江市にある國井建設は、１９４８年
の設立以降、村山地域の安全・安心を支えつつ、利便性を高めるイン
フラ施設を長年整備し続けている。同社に勤務する小野さんは、謙
虚な姿勢で努力を重ね、現場の安全や工事の品質を飽くなき探求心
で納得するまで追求し、事業を完遂に導く。そんな“堅忍質直”を体
現し、社内外から高評を得ている現場代理人だ。
　小野さんは、同地域西部の西川町で姉１人との姉弟として生まれ
育った。少年期は「ゲームばかりのインドア派だった」が、中学生時
代には両親から運動不足の指摘を受けてバスケット部に入部した。
　高校は「父親が重機のオペレーターを務めていて、建設業が身近
な存在だった」ことが影響。現在は閉科されてしまった県立寒河江
工業高校の土木科に進学。部活動も継続してバスケット部に決め、
厳しい練習を耐え続ける中で体力に加え、忍耐力や礼儀なども身に
付けた。
　高校卒業後の進路を選択する上では、父親が勤務する地元建設企
業のインターンシップを通じてものづくりへの憧れを強くした。ただ、
教員との進路相談では景気が低迷し、就職氷河期を迎えていたこと
から「大学などへの進学や役場勤務はどうだ」と勧められ、父親から
も「建設業界は体力面などでもつらいぞ」と警鐘されたが、建設業
への思いは強かった。小野さんの強い決意に根負けした教員が高校
に寄せられた求人票の中から「寒河江市でトップクラスの建設企業
だ」と太鼓判を押した國井建設への入社を決めた。
　入社後は、他企業との合同新入社員研修などを通じて建設業の基
本を学んだ。最初に配属された河川工事の現場では、作業員に交じ
って土木作業の補助業務を担当。聞き慣れない道具の名前や専門用
語に右往左往する毎日を過ごしたが、ベテラン技能者から孫のよう
にかわいがられ、土木のイロハを身に付けた。その後の３年間は、高
速道路の地盤改良工事などの現場で写真撮影や丁張掛けなど、現場
代理人の補助業務に従事した。

　念願の現場代理人デビューは、入社４年目に２級土木施工管理技
士取得した後、西川町で担当した河川流路工事だった。同種工事の
経験がない中、初めて務めた現場の“かじ取り役”は、進行中に何度
も「これで良いのかな」と不安が過ぎった。それまで提出書類を一か
ら作成したことがなかったため、監督員との協議では「質問にその
場で答えることができず、資料や専門書で学び直した。会話中の受
け答えや資料を出すタイミングなども分からず勉強・経験不足を痛
感した」と振り返る。
　それでも生まれ育った地元の工事なだけに「地域住民に迷惑をか
けずにしっかり仕上げたい」との思いから、近接する住宅にまめに顔
を出して工事への理解促進に努めた。「仕事にミスがないか自分を
疑え」と自らに言い聞かせて日々作業手順書や図面を入念に確認し
ながら工事を進め、下積み時代に良好な関係を築いてきた協力会社
の作業員や別現場を終えた先輩たちの協力も得て無事に完遂。施工
前と完成写真を見比べた際に「これを自分が担当したんだ」と達成
感をかみしめた。
　それから５年後に１級土木施工管理技士を取得し、さらに３年後に
は監理技術者を任されるようになった。現在はＩＣＴ（情報化）土工な
どを担当しているが、今後は「土工以外を含めた全体のＩＣＴ施工を
やってみたい」とさらに向上心を高めている。
　プライベートはスポーツカーをこよなく愛するエネルギッシュな
一面を持つ。峠の走り屋マンガ「頭文字Ｄ」に憧れ、「２０歳代で初任
給から貯めていた給料で“ランエボ”を購入」し、休日は車を磨いた
り、サーキットに足をよく運んだ。現在は「応募したら当選した」とい
うスバルのインプレッサＷＲＸ限定仕様が愛車だ。“スバル好き”の
縁で出会った女性と２５年に結婚して一人娘が生まれ、２６年１月に車
庫付きの戸建て住宅に引っ越した。「ますます頑張らなきゃならない
ですね」と微笑み、一家の大黒柱として仕事と家庭、趣味にも全力を
注ぐ充実した毎日を過ごす。

「目に入れても
いたくないほどかわいい」
と言う待望の愛娘

　小野さんが取材時に担当していたのは、山形県

西川町の寒河江ダムに雨などで流れ込み、貯水池

内に堆積した土砂をＩＣＴ建機で掘削し、運搬・撤去

して貯水量を確保するための工事だ。豪雪地帯で１０

月下旬からの着工になったため、「しっかり工程を

管理し、雪が本格的に降る前に完了させる必要があ

った」と言う。自然災害の多発化・頻発化などを受け

て、各地でダンプトラックが不足傾向にある中、協力

会社と工程を綿密に打ち合わせしてダンプトラック

を確保するとともに、作業時間の効率化に努めた。

職場訪問

　３次元設計データを搭載したバック
ホウで、衛星などから建機や座標値を取得し、
設計データとバケット刃先の位置・角度差など
の操作支援情報をオペレーターに提供する。

３Ｄマシンガイダンス
（ＭＧ）バックホウ

教えて!
建設用語

　先輩として小野さんの真面目な仕事ぶりを見てきました。曖昧で
中途半端な指示や計画は、事故の元になります。ささいな内容でも
疑問に思ったことを納得するまで追求する性格は、手抜かりなく安
全第一に工事を完成に導ける技術者として重要なスキルだと思いま
す。努力を重ねて国直轄工事の現場代理人を完遂できる高い能力も
身に付けました。
　今後は人や物事をより多角的に見られるように、コミュニケーショ
ンの幅を広げてもらいたいです。ストックインフラ施設の維持・メン
テナンス需要の高まり併せて増えている新しい資格の取得や技術
の習得にも期待したいです。

工務部 課長

齋藤 泰視氏

上司・先輩から一言
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生まれ育った村山地域のために成長を重ねる

仕事の1日
5：00
6：00
7：00
8：00
9：00
10：00
11：00
12：00
13：00
14：00
15：00
16：00
17：00
18：00
19：00
20：00
21：00
22：00
23：00
24：00

7：00　現場到着
メールの確認、打ち合わせ事項の確認を行い朝
礼に備えます。現場には一番乗りの気持ちで出
勤するが、たまにすごく早い下請けさんがいる。

6：00　起床
仕事の日にはこの時間に起床・朝のニュ
ースを見ながら準備。朝食はパン派。

19：00　夕食
夜にお菓子を食べるためにここでは少し抑え
る。お菓子はやめなきゃいけないと思うがや
められない。だいたい夕食の時間は子供が騒
ぎ出すので、どちらかがあやしながら食べる。

17：00　仕事終了
現場の確認、次の日の段取りを行い仕事終了。

23：00　就寝
ごろごろしてる間にいつのまにか寝てし
まうことが多い。

8：00　朝礼・作業開始
仕事内容についての作業指示及びKYを行
い、今日も安全に0災職場で頑張ります。午
前中は主に現場の丁張掛け、測量、工事写
真の撮影等を行います。

18：00　帰宅・入浴
一日の汚れを落とし、気持ちをリセット。

21：00　
子供の世話をしながらごろごろする
食事が終わったら、子供の世話をして、子供
が寝たら動画を見たりゲームをしたりする。

15：00　休憩　
2度目の休憩、あともう少し。

10：00　休憩
15分の休憩、健康のために飲み物はなる
べく甘くないもの。

12：00　昼食
健康診断で引っかかっているため、量を抑え
た野菜中心の弁当を食べています。たまに
弁当がない日は外食かコンビニ弁当、カップ
麺（弁当がない日が楽しみになっている）。

6：40　出勤
現在の現場は家から近い為遅めの出勤。

13：00　打合せ・作業再開
翌日の作業打ち合わせを行い、作業を再
開する。午前中の作業が残っていれば引
き続き行い、作業がなければ事務所へ戻
って図面、書類作成。
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良縁つながり建設業へ
“地図に残る仕事”の
魅力にはまる
ママさん技術者

1983年12月生まれ。福島県郡山市出身。
1級土木施工管理技士

株式会社 日新土建
本社／〒960‒8254
福島県福島市南沢又字前田13‒7
TEL.024-557-5511　FAX.024-558-8535
URL.https://www.nissin-doken.com

工事部　工事課　係長

秋山　飛鳥さん
Asuka Akiyama

Fukushima
技術者物語

休日は趣味の
カメラを担いで
撮影に出掛けることも

　秋山さんが携わっているのは、福島県発注の河川
海岸改良（改良）工事（堤防補強）だ。堤防の天端を
アスファルトで舗装し、防草シートを設置するもの
で「堤防は基本的に土でできています。舗装を施す
ことで雨水が直接土砂を削り取る『浸食』や乾燥・風
による『風化』を防ぎます。言わば、堤防にヘルメッ
トやプロテクターを被せている状態です」とは、事
業の目的をわかりやすく説明してくれる秋山さん。
加えて、舗装することで越水した場合に堤防が決壊
するまでの時間を稼げるほか、台風や大雨時の巡
視・点検も迅速にできるようになる。さらに防草シ
ートを敷設することで雑草の繁茂を防ぎ、河川の維
持管理をしやすくする。工事では、特に安全管理と
路床・路盤の締固めの徹底、横断勾配の確保に留意
したという。

職場訪問

　高低差や高さを測定する測量機器
の一種で、高さと距離を電子的に計測

する。「堤防舗装のように延長が長く、正確な高
さ管理が求められる現場では『ヒューマンエラ
ーの排除』と『スピードアップ』という点で圧倒
的なメリットがある」（秋山さん）という。

デジタルレベル
教えて!
建設用語

　秋山さんの入社当初は、たまに顔を合わせるぐらいで性格や技量
は分からず、イメージ的に「続くかな、大丈夫かな」程度にしか思っ
ていませんでした。私が現職に就いた、令和４年から秋山さんの仕事
振りを見るようになると、「向上心と忠誠心、そして誠実さを兼ね備
えている人だな」と思いました。そんな秋山さん、年を重ねる毎にス
キルアップして、私の最初のイメージを覆しました。今ではなくては
ならない存在で、秋山さんの活躍により女性技術者の入社希望者増
加の架け橋になることを期待しています。

上司・先輩から一言

Touhoku Construction Engineer Story / 技術者物語

がむしゃらな働きと周囲の支えで才能開花
　　尊敬する上司目指し着実にステップアップ

仕事の1日
5：00
6：00
7：00
8：00
9：00
10：00
11：00
12：00
13：00
14：00
15：00
16：00
17：00
18：00
19：00
20：00
21：00
22：00
23：00
24：00

7：15　出勤

10：00　休憩

13：00　仕事再開
書類作成や、写真まとめ。

22：00　入浴・就寝

4：30　起床
仕事の日はこの時間に起床し、朝食の
準備、洗濯や猫の世話、植物の水やりを
する。

7：30　現場事務所到着
着いたら朝のコーヒーを飲み一息つい
て、メールチェック。

7：45　作業員さんと談笑しながら、健康
チェック。

17：00　現場作業終了
次の日の準備（図面や資料の確認等）、日
報作成、伝票まとめ。

19：30　夕飯
晩酌は欠かさない（帰宅すると同時に夫
からビールを支給されるため）。

15：00　休憩
缶コーヒーを差し入れながら現場確認。

8：00　朝礼
今日の作業内容について指示、KY。

8：30　作業開始
工事看板や安全施設の設置状況確認。作
業を監督する。

6：30　朝食　朝はパンより、ごはん派。

18：30　帰宅　夕食の準備。

12：00　昼食
とりあえず詰めてきた弁当を食べる。

　本編の主人公、秋山さんは福島県郡山市で生まれ、３弟妹の長女とし
て育った。小学校でバスケットボ―ルを３年間続け、中学校では剣道部
に入部して心身を鍛えた。高校は当時新設されたばかりの「国際経済
科」に好奇心を刺激され、福島県立郡山商業高校に進学。「簿記と英語
がほぼ半々」という環境下で勉学に勤しんだ。
　高校卒業後の進路は『就職氷河期』だったため進学を選択。福島市に
ある桜の聖母短期大学の英語科に入学した。２年時の就職活動では販
売業を志向していたが、就職することはなかった。卒業と同時に結婚し
たからだ。義父が建設業、義母が理容業を営むご主人の実家に同居し、
翌年には長男、その２年後には長女を出産。子育ての傍ら、義父の会社
で来客対応や雑務を手伝った。その後、ご主人が実家から独立し、理髪
店と衣料店の経営を始めたのに伴い建設業と離れた。
　こうした中で東日本大震災が発生。原発事故により実家の建設会社
では避難を余儀なくされる従業員が続出し、家業を継いでいた義兄か
ら「週１～２回でもいいから」と頼まれて現場作業を手伝い始めた。その
後、繁忙に人手不足も重なり、いつしか勤務は「週５～６日」に及んでい
った。２㌧ダンプの運転や作業手許、現場監督の補助や写真管理などの
仕事もこなすようになった。この間、義兄の勧めもあり、２級土木施工管
理技士の資格も取得。本格的に現場管理に携わろうとしていた矢先に、
義兄がくも膜下出血で急逝。会社も閉業した。
　人生の大きな岐路に直面した秋山さんは、資格がある建設業で働く
ことを決断。ハローワークに行き、目に入ったのが日新土建の求人だっ
た。「家から近く、老舗で業界内の評判も良かった」と迷わず応募。面接
では、作業員としての採用を希望したが、「管理の仕事」を要請された。
無事に採用通知が届いた当時を「職が見つかった嬉しさと、良い雰囲
気の会社で働ける喜びがあった」とふり返る。

　入社後は本社に勤務しながら小規模な維持工事の管理を担当。半年
後に福島市内の道路改良工事の現場代理人を任された。「大がかりな
工事の管理は初めてのため、役所対応や提出書類など、わからないこ
とだらけで精神的にも大変だった」が、“がむしゃら”な働きと、諸先輩
のアドバイスやフォローで乗り越えた。
　その後、道路の改良や除草、河川の護岸や堤防、浄水場の維持管理
など、さまざまな工種の経験を積んだ。入社３年目には１級の資格も取
得し、技術者としての階段を着実に登り続けている。今は「家庭と仕事
の両立」のため、会社の深い理解のもと、難易度の高い国交省発注工
事の担当については調整を図ってもらっている状況だが、「色々な現場
で経験を積み、技術者としてステップアップしていきたい」と意欲を燃
やしている。
　その先に思い描くのは「知識が豊富で、聞けば何でも応えてくれ、困
っていればすぐに助けてくれる」という、尊敬する上司・大河内範男工
事部長のような技術者になること。「そのためなら頑張れる」と力を込
める。
　密かな楽しみは、グーグルアースで自分や先輩方が工事を手掛けた
場所を見ること。「自分の仕事が社会の一部（地図）になったことを実
感できる。こんな仕事は他にない」と、すっかり建設業の魅力にはまっ
ている。
　「今は働き方改革で休みが増えて残業が減った上、有給も取りやすく、
仕事とプライベートを両立できるようになってきた」。やりがいととも
に、日に日に職場環境の改善が進む建設業に、多くの若者が入って来る
ことを楽しみにしている。

工事部　部長

大河内　範男氏






